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	この遺伝子はニューロンナビゲーターファミリーに属し、主に神経系で発現する。コードされるタンパク質は、コイルドコイルドメインと、様々な細胞活動に関連するATPaseに特徴的な保存されたAAAドメインを含む。この遺伝子は、軸索誘導に関与するCaenorhabditis elegans遺伝子unc-53と類似している。この遺伝子には複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されているが、全長が決定されているのは1つだけである。[RefSeq提供、2008年7月]、発達段階：胎児脳で発現。疾患：NAV3の欠陥は菌状息肉症の原因となる可能性がある[MIM:254400]。皮膚の悪性T細胞リンパ腫。,疾患：NAV3の欠陥は、皮膚の悪性T細胞リンパ腫であるセザリー症候群の原因となる可能性がある。,機能：T細胞によるIL2産生を制御する可能性がある。ニューロン再生に関与している可能性がある。,類似性：Nav/unc-53ファミリーに属する。,類似性：1つのCH（カルポニン相同性）ドメインを含む。,組織特異性：脳で高発現。心臓と胎盤で低発現。活性化T細胞に存在するが、休止期T細胞には存在しない（タンパク質レベル）。原発性神経芽腫では発現が低下する。,
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	パラフィン包埋ヒト小腸間質腫瘍の免疫組織化学分析。1、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。2、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

